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はじめに

この素敵なご縁にこの上ないしあわせな想いでいっぱいです。

心より感謝申し上げます。

今、あなたは「しあわせ」ですか？

「辛い」「苦しい」「どうしていつもこうなるの？」「何で私ばかり」……。

こんな風に思っていらっしゃいませんか？

私はそうでした。

そして、歯を磨くこと、声を発することさえ辛く、魂を抜かれたかのように気力を失い何も手に

つかなくなりました。うつだったようです。

うつといってもその場で診断していただいたわけではなく、後に娘が精神科にお世話になった際

にお医者様に伺いました。ただ仮面うつというのか（こちらも診断していただいたわけではなくテ

レビからの情報ですが）、外へ出ると何事もないかのように振る舞ってしまうため、まわりには全く

気づかれませんでした。

そのとき一番近くにいた主人は仕事が忙しく、家には寝に帰ってくるような状態。私のことは理

解されることもなく「部屋が片づいていないのが嫌だったら片づければいいだけ」と、私の片づけ

たいけれど片づけられない苦しみをわかってもらえず、自分自身も片づけられないのは自分の甘え

や怠惰だと自分を責め続けていました。

このような状態になったのは、娘が生まれてからでした。

身体は横になっていても頭では「あれをやらなきゃ。これもやらなきゃ」と常に焦り、休まらず

疲れ果て、「このままじゃいけない。なんとかしなきゃ」とその一心で力を振り絞りさまよい始めま

した。

そしてたどり着いた答えは、どんなに辛く苦しい状況も、

「すべては自分の意識が創り出している」

「意識を変えるだけで誰もがしあわせになれる」

「私と同じ想いをされている方に伝えたい」
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そんな想いで『スピリチュアルせらぴー』を始め、さらに苦手ながら筆を執らせていただきました。

「この現実は自分が創り出している」

15年前の私でしたらきっと、「そんなわけがない」「怪しい宗教じゃないの？」「だったらみんな

しあわせになってるはずじゃん！」などと思ったことでしょう。いや思っていました。思っていま

したが辛くて苦しくてどうしようもなくなり、また、その頃身の回りで不思議な現象が度々起こり

始めました。初めのうちは気のせいだと思っていました。けれど「それにしてもおかしい。これは

私には見えない何かが起こっている」と半信半疑でしたが、藁にもすがる想いで手あたり次第試し

てみました。その中には、脅迫めいて高額な支払いを要求されたり、色情霊がついているからと関

係を求められたりとゾッとするような経験もありました。もちろん、お断りし大事には至りません

でした。

そのような経験をしながら闇の中でもがき悩み苦しんでいるうちに娘も成長し、また新たな悩み

が増えたかのように当時は思っていたのですが、それは私を闇から光へ導くきっかけだったのです。

娘は私のスピリチュアルガイドです。

私を闇から救い出すために娘として生まれてきてくれたので、私の人生は180度変わりました。

自己否定の塊で超がつくほど悲観的。いつも居場所がなく独りぼっち。どこへ行っても馴染めず

私はよそもの扱いと孤独を感じ、何をやってもうまくいかなくなっていました。

そんな私が、今では心から「しあわせ」と思えます。

スピリチュアルなことにも否定的、努力しなければ結果が出るわけがないなど、いわゆる「～で

なければならない」「～しなければいけない」という思考でカチカチの完璧主義人間だった私が、今

では『スピリチュアルせらぴー』をさせていただいております。

本書を通じてみなさまの「しあわせ創り」の糸口となり、この世界が愛の波動で満ち溢れさらに

豊かになることへの一助となりましたら幸いです。

そんな想いと娘への感謝の気持ちも込め、本書は実話に基づくフィクションとさせていただき

ます。


